
仕
入
難

昭46

目釘 時代 刃文

A3872から 2023年（令5年）12月17日(日）7振A3872～D3866 速報3872　1頁 D3867まで
刀番 万円 銘 刀身cm 反り 先重 重g 登録番号 登録年元幅 元重 先幅

 さび、刃こぼれなし。板目詰み梨地風。鮮明な互の目乱れ続く。大切先。生茎。栗尻。ヤスリ目見えず。鉄味良し。銅ハバキ。

F3871

1.8 0.5

計測不可 静岡40534 昭37

A3872 31 無銘 67.7 1.2 1 670 佐賀16536

14 石道 11.6 0.0 1

江戸末 乱 3.0 0.9

　槍。さび、刃こぼれなし。板目詰む。湾れ気味の直刃。茎抜けない為、茎から切先まで長さ不明。拵全長150cm。黒塗り刻み柄。「平安城石
道」。鞘に石道右近正俊記載あり。

D3870 15 祐定 43.2 1.0

室町末 乱 1.7 0.9 1.2 0.6

0.5 366 長野45858 昭43

 さび、刃こぼれなし。板目詰み杢目。直刃少し乱れる。小切先。生茎。栗尻。銅二重ハバキ。「備州長船祐定」。室町時代初期から末期まで
複数の刀匠が「祐定」を称して昨刀。

E3869 43 忠吉 59.8 1.4

1 室町末 乱 2.8 0.7 1.7

0.6 620 東京280912 平11

祐
定

 さび、刃こぼれなし。板目流れる。湾れに互の目交じる。生茎。銅ハバキ。薄茶に貝散し変わり鞘。花蝶彫金丸形鉄ツバ。「肥前住忠吉」。勝
海舟所蔵？

2 江戸初 乱 3.0 0.9 1.9

299 千葉21380 昭42室町末 乱 2.6 0.6 1.8 0.4E3868 15 宗近 36.6 0.9 1

 さび、刃こぼれなし。小杢目詰む。直刃。小切先。大丸。生茎。栗尻。平行なヤスリ目。鉄味よし。銅二重ハバキ。長脇差。50cm位の脇差は
仕入れ難。

室町末 直 2.8 0.6 1.6 0.4

 さび、刃こぼれなし。板目流れる。浅く湾れ。摺り上げ茎。切。銅祐乗ハバキ。黒塗ツヤ鞘。長丸形鉄ツバ。「三条宗近作」。天下五剣のひと
り。

D3867 13 無銘 50.0 1.5 1 373 千葉51463 昭43

天下五剣



8.5cm線状のさびあり。刃こぼれなし。鎬造、庵棟。板目詰む。湾れ続く。刃文鮮明。小切先。生茎。栗尻。二重ハバキ。「江戸初期作」鞘書。

この値段で本物が売
れるのはご先祖様の

おかげ感謝

D3859 12 無銘 44.0 1.6 1 江戸初 乱 2.9 0.7 1.8 0.5 384 山梨18121 昭53

平4

目釘 時代 刃文

D3866から 2023年（令5年）11月15日(水）10振D3865～A3856 速報3872　2頁 D3859まで
刀番 万円 銘 刀身cm 反り 先重 重g 登録番号 登録年元幅 元重 先幅

 さび、刃こぼれなし。小杢目肌。鮮明な互の目丁子乱れ。小切先。切。ヤスリ目見えず。台付銅ハバキ。よく鍛錬された地鉄がきれい。50cm
位脇差は仕入れ難。

D3865 21 三原 36.4 0.6 2

江戸初 乱 2.8 0.6 1.5 0.4

237 東京327085 令5

D3866 16 無銘 53.6 0.2 2 421 神奈川69239

さび、刃こぼれなし。菖蒲造。板目流れて柾がかる。直刃。大摺り上げ。切。平行なヤスリ目。金色ハバキ。「無銘(三原）」。日刀保認定書。
重要刀剣。

E3864 22 無銘 41.3 0.6

室町中 直 2.5 0.5 1.6 0.4

0.4 318 新潟073323 令5

 さび、刃こぼれなし。板目詰む。互の目乱れる。小切先。生茎。栗尻。銀着せ二重ハバキ。黒石目鞘。丸形鉄ツバ。「相模守友常」銘入り小
柄。戦国武将図の頭と縁。

A3863 21 無銘 64.6 1.8

1 江戸初 乱 2.7 0.6 1.7

0.5 688 新潟073307 令51 江戸末 乱 3.2 0.8 2.0

刀身の価値は姿、
刃文、地鉄の美で

決まる

 さび、刃こぼれなし。鎬造、庵棟。板目詰む。ゆったりとした湾れ。中切先。生茎。栗尻。金色二重ハバキ。元幅広く堂々とした刀身。21万円
で刀格安！

A3861 26 無銘 67.4 1.7 昭40

 さび、刃こぼれなし。鎬造、庵棟。板目詰む。直刃鮮明。小切先。切。平行なヤスリ目。銅祐乗ハバキ。良き日本刀。

0.5 708 埼玉227393 室町末 直 3.2

売
切
れ

0.8 1.9



則
宗

笹
穂
槍

昭40

目釘 時代 刃文

E3857から 2023年（令5年）11月15日(水）10振D3865～A3856 速報3872　3頁 2023年（令5年）10月25日(水）13振D3855～A3843 D3847まで
刀番 万円 銘 刀身cm 反り 先重 重g 登録番号 登録年元幅 元重 先幅

 さび、刃こぼれなし。小板目。湾れ。生茎。石突付黒石目鞘。丸形透かし鉄ツバ。「陸奥大掾三善長道」。(初代）。銃砲刀剣鑑定書。会津の
虎徹、正宗と言われた刀匠。

A3856 1.9 0.520 無銘 65.4 0.5 4

江戸中 乱 3.1 0.7

会津の虎徹
正宗

　笹穂槍。板目詰む。直刃文。茎より切先まで47.8cm。白鞘全長67.5cm。穂（槍の刃の部分）の中頃が幅広く笹の葉に似ている
ことから笹穂槍という。

D3852 25 兼房 59.9 0.6

2.1 0.5

780 静岡7512 昭27

E3857 52 長道 46.5 1.1 1 548 兵庫42830

江戸初 乱 3.0 0.8

1 江戸初 乱 3.0 0.6 1.4 0.4 518 東京327189

 さび、刃こぼれなし。板目流れて柾がかる。太めの湾れ。中切先。生茎。栗尻。銀色ハバキ。5cmと3cmのキズがある為、格安日本刀。

F3854 11 不明 22.5 0.0 昭37室町初 直 1.2 1.1 1.31 0.6 252 埼玉18345

令5

　さび、刃こぼれなし。板目流れて柾がかる。菖蒲造。直刃。生茎。尻張。銀着せハバキ。「則宗」。彼は作刀を大変好んだ後鳥羽上皇の番
鍛冶の子孫。

3 室町末 直 2.9 0.8 1.8 栃木16731

0.5

　さび、刃こぼれなし。板目詰んで柾がかる。直刃に乱れ交じる。大切先。切。銅ハバキ。黒塗りツヤ鞘。丸形鉄透かし恵比寿様図ツバ。「備
前」。以下切れて読めず。

D3847 18 則宗 51.0 1.4 昭270.5 546

　 さび、刃こぼれなし。鎬造、庵棟。板目詰む。大乱れ。小切先。生茎。栗尻。銀祐乗ハバキ。「兼房」。初代は鎌倉時代、25代目の兼房が現
在も作刀している。

B3851 45 備前 63.6 1.1 昭26738 岐阜004954 江戸初 乱 2.8 0.7 1.9



¥44,000 ¥53,000 ¥49,000
鉄

T738 T737 T736 T735 T734

丸 鉄 変り 鉄 丸 鉄 撫角 鉄 撫角
8.5×7.7×0.5 7.7×7.5×0.5 8.2×7.7×0.5 7.2×6.8×0.5

鉄地透鍔、両櫃、丸耳、
鉄味良

兜図鍔、鋤出彫、正阿
弥、保存鑑定書付

鉄地、丸型、打返し耳、
甲冑師

山水図、金銀銅の象嵌、
若芝

雁金透かし、角耳小肉、
毛彫り

8.9×7.5×0.4 7.1×7.1×0.5 7.1×7.1×0.5 8.1×8.0×0.4
網代図、桜花金銀象嵌、
会津正阿弥

古代の剣の鍔の写し、金
消メッキ

蟷螂の斧図、両櫃孔、薄
肉彫、金象嵌

枝菊透鍔、肉合彫、真鍮
象嵌、認定書付

雪華図、両櫃赤銅埋、薄
肉彫、金銀象嵌

¥44,000 ¥114,000 ¥70,000
丸 鉄 丸

T744 T742 T741 T740 T739

鉄

T745

¥29,000

7.9×7.9×0.4
タガネ線彫、角耳小肉、
片櫃孔

丸 鉄

T747

¥13,000

6.4×5.8×0.5
網目図、金象嵌、角耳小
肉、片櫃孔

小丸 鉄

蔦図、金銀象嵌、槌目
地、角耳小肉

長丸 鉄

図柄、透し、地、彫り、象
嵌、耳、櫃、銘

T754

¥15,000

6.7×5.9×0.4
秋草に獣図、金銀銅象
嵌、槌目地

刀のつば
品番

画像

金額(円）
形/材料

7.1×7.1×0.6

¥36,000 ¥149,000

7.4×6.7×0.4
木瓜 鉄 鉄 丸

¥44,000 ¥48,000

縦×横×厚さ（cm)

倒卵 銅

木瓜 鉄

T753

¥29,000

6.6×5.9×0.4

622 宮城16330 昭39

 さび、刃こぼれなし。板目に柾目交じる。湾れに互の目かかる。中切先。大丸。銅ハバキ。左上がりヤスリ目。刃文鮮明な日本刀。映(うつり)
あり。

室町初 乱 2.9 0.7 1.9 0.5A3843 35 無銘 67.9 2.5 3

　切先サビ有り。刃こぼれなし。板目詰み小杢目交じる。直刃に小互の目交じり。小切先。摺上茎。切。銅二重ハバキ。黒塗りツヤ鞘。丸形金
象嵌入鉄ツバ。「摺上無銘」。

江戸中 乱 2.5 0.6 1.7 0.5E3845 13 無銘 45.3 0.5 2

切先サビ有

目釘 時代 刃文

E3845から 2023年（令5年）10月25日(水）13振D3855～A3843 速報3872　4頁 A3843まで
刀番 万円 銘 刀身cm 反り 先重 重g 登録番号 登録年元幅 元重 先幅

386 京都38980 昭50


